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0．はじめに





CLIL は目下、CBI（Content based Instruction）や Immersion に続く新時代の英語教授法と目さ
れているのである。











　CLIL という用語自体が使われるようになったのは 1994 年頃からである。すでに述べたよう
にヨーロッパ発祥の学習法又は教授法であり、Content and Language Integrated Learning の略語
である。池田（2013）や和泉（2016）などでもすでにその定義については言及されているよう































に統合される」と言及する。そして同時に、「CLIL は英語教育における iPhone のようなもので
ある」とも述べており、CLIL は内容と言語だけの 2 つの統合的な学びという範囲を超え、幅広






　加えて、和泉・池田他（2012）は CLIL の指導方法における 10 大原則を以下のように示す。
表 1　CLIL の 10 大原則





















































































上記の 8 つの知能は、人が皆それぞれ持っている Multiple Intelligences（多重知能）であり、そ
れぞれの知的活動分野において才能を伸ばすことができるとガードナーは主張し、ゆえに
intelligence は複数形として s をつけて表示されるのである。
　そして、ガードナー（1993）は、知能が 1 つではなく、複数あることを認める効用を以下の
ように述べているのである。
　　It is of the utmost importance that we recognize and nurture all of the varied human intelligences 
and all of the combinations of intelligences. We are all so different largely because we have different 
combinations of intelligences. If we recognize this, I think we will have at least a better chance of 















　また、ガードナー（1993）は Multiple Intelligences の効用をコミュニティ形成の点から次の
ように言及している。
　　If we can mobilize the spectrum of human abilities, not only will people feel better about 
themselves and more competent; it is even possible that they will also feel more engaged and better able 
to join the rest of the world community in working for the broader good. Perhaps if we can mobilize 
the full range of human intelligences and ally them to an ethical sense, we can help increase the 






















3 ．多重知能理論をどう CLIL に活かすのか

















































表 2　8 通りの学び方 8）






































































































































　図 2 は主に小学校の算数 CLIL の指導法を 8 つの知能ごとにその教え方を端的にあげている
ものである。もちろん、それぞれの指導の活動はそれのみに限られているものではない。しか
しながら、算数という 1 つの科目の中でも 8 種類の知能に関する活動があり、そこで求められ
る知能も千差万別である。算数という教科の枠組み中で、歌やリズムを指導したり、身体を利
用した計算を行ったり、そして野外学習をしながら生き物の数や分類を学ぶなど活性化させる




章で紹介した CLIL の 10 大原則に反するものではない以上、このような教え方は CLIL 実践の
為の Scaffolding として機能することができる。結果、CLIL は類を見ない教育効果の可能性を
秘めた外国語教授法である点で他の追従を許さない教授法と言える。
図 2　8 つの多重知能を生かした算数 CLIL とその指導活動 10）























て、多重知能理論を紹介し、CLIL との関連性について言及することで CLIL 授業のための有益
な方法論について議論し、その教育効果を推察している。
　第 1 章では、CLIL という概念について今一度確認するとともに、その基本的な特徴である
「4 つの C」についての説明を行った。池田（2013）が「CLIL では内容と言語だけでなく、思
考と他者との学びも意識的に統合される」と言及しているように、CLIL においては、単に内容
や言語を学ぶという視点だけでなく、思考や協同学習といった視点も重視されることが CBI や
イマージョンといった他の教授法とは異なっており、そのために「CLIL の 10 大原則」に基づ
く指導法を紹介し、CLIL の在り方についての大きな枠組について明らかにした。











　第 3 章では、「多重知能理論をどのように CLIL に生かすか」について、（1）多重知能理論の









中で関わる広島市の公立小学校の 5，6 年生を対象にした CLIL 的実践授業を紹介した。二五は
その授業の言語活動の方法論として、「8 つの知能」ごとにそれぞれの知能を活性化させるため
の活動をアームストロング（2000）を研究をもとに立案、作成して授業実践を行った。ここで、
二五は多重知能としての 8 つの知能を CLIL 実践のための Scaffolding として活用した。そして、
それぞれの知能を活性化させるための活動を CLIL 授業の中で活用し、CLIL の「4 つの C」を
体現することに取り組んだのである。二五は多重知能理論を授業設計の為に活用し、その実践
の Scaffolding として主張するが、その逆もまたありえる。つまり、CLIL 実践の有効さという
観点から多重知能の活性化を図ることで学習者による自律認知的に考えるのであれば、CLIL と
いう教授法こそがある種の Scaffolding になり得るのではないかと推察できるのである。
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